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１．目的
　平成１９年度，障害の種類や程度に応じ特別の場
で指導を行う「特殊教育」は，通常学級に在籍す
るＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の児童生徒も含め，
障害のある児童生徒に対してその一人一人の教育
的ニーズを把握し適切な教育的支援を行う「特別
支援教育」へと転換した。これを具体的に実践す
る上で，教員には発達の特性や学習環境等，児童
生徒一人ひとりの極めて多様な課題に的確に対応
できる力が不可欠である（鹿児島大学・琉球大学・
鹿児島県教育委員会・沖縄県教育委員会，２００８）。
　しかし，特別支援教育の現場においては，その
教員が必ずしも専門的知識・技能を有している
とは限らず，手探りの状態で日々の実践に追わ
れることもある。そのような状態では，多くの専
門的課題を乗り切ることが難しい（福森・松田，
２００５）。
　宮崎（２００８）は，特別支援教育教員に求められ
ている資質能力として，①障害に対する深い知識
と技能，②保護者・本人との相談に関する資質・
技能，③複数担任制のように，教員相互で連携・

協力して授業等をつくっていく資質能力，④地域
や関係機関及び小・中学校等との連携協力関係を
構築していく資質能力，をあげており，大学にお
いて特別支援教育教員に求められる技能などの育
成を目指すためには，①から④を念頭においた系
統的な育成プログラムを構築する必要があると述
べている。
　その一方で，大学教育学部特別支援教育教員養
成課程に在籍する学生の実態として，深く学びた
いと思ってもそのまま放ってしまう学生やどうし
たらいいのかわからないという学生が少なくない
こと，障害のある子どもと関わるときに必要な特
別な技能があまり身についていないと感じる学生
が多いことなどが明らかとなった（田中・神園・
緒方・大沼・片岡・雲井・内田，２００８）。
　また，限られた期間で特別支援教育教員を養
成するということは容易ではない（片岡・田中，
２００８）ことからも，大学を卒業した後も，自ら向
上し続けることが求められる。たとえば，鹿児島
大学ほか（２００８）では，主に講義を通した理論的
知識の積み上げである「知る」ことと，教育実践
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を通した経験知の積み上げである「生かす」こと
と，省察を通した自己点検と課題の発見・解決で
ある「気づく」ことを往還させることができ，こ
れらを常に自ら点検し，向上に努めることができ
るメタ水準の資質が必要であると仮定し，自己点
検・自己向上に向けての取り組みを行ってきた。
　その支援システムの一つとして，ポートフォリ
オシステムがある。これは，学生が自らの学習に
関して，目標設定と自己評価による主体的学習を
進める支援ツールとして，また教員や学生支援ス
タッフによる指導助言の手立てとして本システム
の活用が期待されるものである。これに関して，
Ａ大学では，平成１９年度から，学習の蓄積を確認
し，自己の成長と課題を確認するために有効なオ
ンライン・ポートフォリオ評価技法の開発を行っ
た。そこで，本稿では，オンライン・ポートフォ
リオを運用し，その効用に関する評価・検証を行
い，今後の運用に必要な課題を明らかにすること
を目的とする。

２．方法
⑴　対象
　①評価対象者：Ａ大学教育学部特別支援教育専
　攻学生６１名（１年生１５名，２年生１５名，３年生
１８名，４年生１３名）。
　②評価対象期間：２００８年１０月から１１月にかけて
実施。
⑵　オンライン・ポートフォリオ実施手続き
　一人あたり１５分から３０分ほどの時間で実施し
た。対象者は，各々パソコンによる評価入力を行っ
た後，評価の結果が反映されたレーダーチャート
を見ながらコーチング（フィードバック）を受け
た。そのあと，評価の結果についてのコメントを
入力を求めた。
⑶　オンライン・ポートフォリオ評価内容
　理論に関する領域（教職および特別支援教育全
般に関すること，特別支援教育の理念と制度に関
すること，発達の過程とその障害に関すること，
障害児の指導・支援方法に関すること）と，実践
に関する領域（役割（職務）の自覚と遂行，指導
の計画・授業実践，児童生徒との関わり，児童生
徒の理解）についての自己評価（直感的な自己評

点，１０段階評価による８項目），客観評価（具体
的問題に基づく評点）である。自己評価と客観評
価は，ともに「教員としてスタートできる」段階
を１０と定めた。

３．結果と考察
⑴　レーダーチャートの結果
　１年生，２年生，３年生，４年生の中から，そ
れぞれ学年において特徴的な事例を一つずつ抽出
し，図１から４に示した。
　①１年生：１年生において，各領域においてば
らつきがある傾向がみられた（特徴的な１事例を
図１に示す）。また，自己評価と客観評価の間に
差がある傾向がみられた。１年生は理論に関する
領域の「発達の過程とその障害に関すること」「障
害児の指導・支援方法に関すること」が低い傾向

図１　１年生の例

図２　２年生の例
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がみられた。
　②２年生：２年生も１年生と同様に，各領域の
項目ごとに偏りがみられた（特徴的な１事例を図
２に示す）。
　自己評価では，実践に関する領域の「児童生徒
の関わり」「児童生徒の理解」が高かった。
　客観評価では，理論に関する領域の「発達の過
程とその障害に関すること」「障害児の指導・支
援方法に関すること」，実践に関する領域の「指
導の計画・授業実践」が低い傾向がみられた。こ
のことから，自分が学んだ内容，まだ学んでいな
い内容，など大きな偏りがあると考えられた。
　③３年生：各領域の各項目も評価が上がり，円
に近くなってきていた（特徴的な１事例を図３に
示す）。
　実践に関する領域の「児童生徒との関わり」が
もっとも高かった。このことは，基礎免許状のた

めの実習経験が生かされていることを示唆してい
るのではないだろうかと推測される。しかし，自
己評価と客観評価との差が依然として開いている
状態であった。
　④４年生：より均整のとれた形になる学生が多
く（特徴的な１事例を図４に示す），バランスよ
く力量をつけてきていることが示唆された。同時
に自己評価と客観評価との差が狭まってきてい
た。しかし，理論に関する領域の「教職および特
別支援教育全般に関すること」「特別支援教育の
理念と制度に関すること」の自己評価と客観評価
の差が他の項目より開いていた。４年次には，特
別支援学校への実習（事前事後指導含む）がある
が，図４から，実習を通して，知識（発展的知識）
を身につける必要性が，より強く感じられている
ことが伺えた。
　⑤全体像：図１から図４を全体的にみてみると，
自己評価において，各項目とも，学年進行によっ
て評点が高くなる傾向がみられた。指導計画・授
業実践が低く，児童生徒との関わりが高い傾向が
みられた。これは，授業実践への不安度を示して
いると推測される。その落ち込みは，４年生では
小さい傾向であったが，これは，４年生におい
て，特別支援学校での教育実習が影響を与え，授
業実践への不安を小さくさせるという大きな効果
があったことを示唆している。
　客観評価において，理論領域に学年差，実践領
域は学年間で類似していることが伺え，実践領域
では，授業実践が特異的に低下していることがみ
られた。全体として自己評価が客観評価を下回る
傾向であり，資質，特に授業実践に関する系統的
指導に課題があると考えられた。
　以上より，学生は，比較的厳しく自己を見つめ
ていることが明らかになった。これは，学習に行
き詰まった際に，自己評価が厳しくなったりする
ことと関連するのではないかと考えられる。市川・
貫井（２００２）は，自己評価自体は主観の問題であ
り，学生の性格や学習状況に大きく左右されると
述べている。
　そのことを考慮して，学生に対して，オンライ
ン・ポートフォリオを活用した指導を行う必要が
示唆された。

図３　３年生の例

図４　４年生の例
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⑵　コメントの結果
　学生がオンライン・ポートフォリオ実施後に入
力したコメントを分析したところ，８つのカテゴ
リーに分類できた。それぞれのカテゴリーを「自
己評価と客観評価の比較」「全体に関して」「分か
らないところの具体化」「理解の困難さ」「理由の
省察」「ポートフォリオの活用に関して」「今後の
取り組み」「今後の抱負」とした。さらに，学年
ごとに分類し，表１，表２に示した。
　１年生では，コメントに，「自己評価と客観評
価との差に驚く」といったものが多くみられた。
また，自己評価がかなり低いといった状況に驚く
といったコメントも多くみられた。また，用語が
分からない，評価項目の内容が高度といったコメ
ントがあった。
　今後の取り組みに関して，「もっと勉強して多
くの知識を身につけたい」「積極的に子供たちと
触れ合う機会を作って行きたい」「たくさんお話
を聞きたい」「資料を集めて勉強したい」といっ
たコメントがあった。これらは，前向きなコメン
トではあるものの，今後の取り組みについては漠
然としたイメージであることが考えられた。
　２年生について，１年生と同様に，自己評価と
客観評価を比較して驚くといったコメントが多く
みられた。しかし，１年生と異なる点としては，
理由の省察に関するコメントがあることであっ
た。例えば，「（自己評価が低いことについては）
自分に自信がないことが原因」などである。この
ことから，ポートフォリオの結果を見て，なぜこ
ういう形になったのか？と学生が自分なりに振り
返って考えていることが伺えた。
　また，これから頑張っていきたいという抱負と
とれる内容のコメントがみられた。すなわち「ま
だ２年生で時間があるのでがんばりたい」「もっ
と自信を持って教職を目指したい」などといった，
自信をもつことに関する抱負である。さらに，今
後の取り組みに関しては，「指導の実践と計画に
力を入れて学習に励みたい」「知識や理解を深め
て，自分がどの段階まできているか把握したい」

「授業以外にも学習の場を広げて，スキルアップ
に努めたい」などのコメントがみられた。１年生
と比べて，やや取り組みの内容が具体的になって

いることが言えた。
　このことから，ポートフォリオによって，今の
状態が目に見える形で表れ，今後の学習へのモチ
ベーションが出てきたことが考えられた。
　３年生においては，「発達の過程とその障害，
児童生徒との関わり以外の項目において評価に大
きく差がみられた」「特別支援教育に関する知識
が身についていない」などのコメントから，分か
らないところを具体的に把握ができつつあるよう
に考えられた。
　また，「これからの学習のよい目安になる」「今
の自分に足りないものを理解できた」など，ポー
トフォリオを活用していることが伺えるコメント
などがあった。
　４年生においては，項目や場面に沿った具体的
な課題分析の内省ができており，「様々な知識が
あるが，整理できていなかったことが原因」「個
人の実態を把握して，授業での的確な支援を考え
ることが難しかった」などのコメントがあった。
これは，特別支援学校での実習経験（事前指導）
を自己評価に結び付けて，ポートフォリオの結果
について考察を深めていることが考えられた。
　以上より，１年生は自己評価と客観評価の違い
への驚きを感じ，知識・理論に習熟する必要性へ
の気づきと意欲が出たのではないかと考えられ
た。そして，２年生は，自己分析と自己理解の必
要性への気づきが芽生え，自信をもって学修に望
むことができたことが伺えた。
　つまり，１，２年生は，今後の多くの学びに対
して，また，自分の成長に対して期待を膨らませ
ていることが推測された。
　一方３年生は，「知識を実践に生かす」「実践に
生かす知識を得ること」といった，理論と実践を
往還するという省察がみられた。そして，４年生
では，項目や場面に沿った具体的な課題分析がさ
れ，教師として持つべき資質についての省察がさ
れていた。
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い

・
実

践
に

関
す

る
領

域
が

低
い

・「
職

務
の

自
覚

と
遂

行
」

に
つ

い
て

不
十

分
・「

指
導

の
計

画
・

授
業

実
践

」
が

自
分

で
思

っ
て

い
る

よ
り

足
り

て
い

な
い

・
授

業
実

践
に

関
し

て
，

教
育

実
習

で
授

業
を

し
て

反
省

点
が

多
く

，
ま

だ
不

十
分

だ
と

感
じ

た
・

職
務

の
自

覚
と

遂
行

に
つ

い
て

は
ま

だ
十

分
で

は
な

い
・

児
童

と
の

か
か

わ
り

で
は

，
授

業
で

学
ん

だ
こ

と
が

，
児

童
を

前
に

す
る

と
，

実
践

で
き

て
い

な
い

と
考

え
る

・
特

別
支

援
教

育
全

般
に

関
す

る
こ

と
，

理
念

と
制

度
に

つ
い

て
は

あ
ま

り
出

来
て

い
な

か
っ

た

理
解

の
困

難
さ

・
自

分
が

ど
こ

ま
で

理
解

し
て

い
る

の
か

わ
か

ら
な

い

理
由

の
省

察
・

自
分

に
自

信
が

な
い

こ
と

が
原

因
・

入
学

し
て

か
ら

自
分

に
ど

れ
だ

け
力

が
つ

い
た

の
か

見
当

が
つ

か
な

い
・

下
手

に
先

入
観

な
ど

を
持

つ
こ

と
を

避
け

る
た

め
そ

れ
ほ

ど
深

く
は

し
て

い
な

い

・「
指

導
の

計
画

・
授

業
実

践
」

に
つ

い
て

は
，

気
持

ち
や

時
間

に
余

裕
を

持
っ

て
計

画
を

立
て

る
こ

と
や

十
分

な
準

備
を

し
て

授
業

を
行

う
こ

と
が

出
来

て
い

な
か

っ
た

・
児

童
生

徒
の

実
態

を
把

握
す

る
こ

と
が

十
分

に
出

来
て

い
な

か
っ

た
・

個
人

の
実

態
を

把
握

し
て

，
授

業
で

の
的

確
な

支
援

等
を

考
え

る
の

が
難

し
か

っ
た

・
障

害
児

教
育

に
つ

い
て

知
れ

ば
知

る
ほ

ど
，

自
分

に
で

き
る

の
か

と
い

う
不

安
が

反
映

さ
れ

た
・

教
育

実
習

を
経

験
し

て
，

教
師

と
し

て
の

自
覚

を
も

っ
て

か
か

わ
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
・

さ
ま

ざ
ま

な
知

識
が

あ
る

が
，

整
理

で
き

て
い

な
か

っ
た

こ
と

が
原

因
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表
２
　
今
後
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

１
年

生
２

年
生

３
年

生
４

年
生

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

活
用

に
関

し
て

・
自

分
を

客
観

的
に

み
る

こ
と

が
で

き
た

・
こ

の
結

果
（

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
）

は
こ

れ
か

ら
の

学
習

の
よ

い
目

安
に

な
る

・
今

の
自

分
に

足
り

な
い

も
の

を
理

解
で

き
た

・
評

価
を

高
く

し
た

い
・

自
分

の
知

ら
な

い
と

こ
ろ

で
力

が
つ

い
て

い
る

こ
と

を
知

り
，

自
信

が
つ

い
て

き
た

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
通

し
て

，
自

分
の

課
題

を
見

つ
め

な
お

す
こ

と
が

で
き

て
よ

か
っ

た

今
後

の
取

り
組

み
・

も
っ

と
勉

強
し

て
多

く
の

知
識

を
身

に
つ

け
た

い
・

積
極

的
に

子
供

た
ち

と
触

れ
合

う
機

会
を

作
っ

て
い

き
た

い
。

・
今

後
も

一
層

精
進

し
た

い
・

た
く

さ
ん

お
話

を
聞

き
た

い
・

資
料

を
集

め
て

勉
強

し
た

い
・

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
を

広
く

学
ん

で
い

き
た

い

・
こ

れ
か

ら
の

講
義

等
を

通
し

て
学

年
が

あ
が

る
に

つ
れ

て
知

識
が

つ
い

て
き

た
こ

と
を

実
感

す
る

→
自

信
に

つ
な

が
る

の
だ

ろ
う

・
知

識
や

理
解

を
深

め
て

，
自

分
が

ど
の

段
階

ま
で

き
て

い
る

か
把

握
し

た
い

・
自

信
が

つ
け

ら
れ

る
よ

う
な

活
動

（
行

動
）

を
心

が
け

て
い

き
た

い
・

ま
ず

自
分

が
ど

れ
く

ら
い

の
知

識
を

持
っ

て
い

る
か

を
知

る
・

知
識

に
関

し
て

は
ま

だ
ま

だ
学

び
，

自
分

の
力

に
し

て
い

か
な

く
て

は
と

強
く

思
っ

た
・

こ
れ

か
ら

の
専

門
講

義
な

ど
を

た
だ

受
け

て
終

わ
り

で
は

な
く

，
自

分
な

り
に

深
め

て
い

け
ば

と
思

い
ま

す
・

指
導

の
実

践
と

計
画

に
力

を
入

れ
て

学
習

に
励

み
た

い
・

も
っ

と
い

ろ
ん

な
事

を
学

ん
で

，
知

識
を

増
や

す
・

授
業

以
外

に
も

学
習

の
場

を
広

げ
て

，
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

努
め

た
い

・
理

論
的

な
こ

と
を

も
っ

と
学

ぶ
・

大
学

生
活

の
中

で
専

門
性

を
身

に
つ

け
る

・
た

く
さ

ん
の

経
験

と
勉

強
・

様
々

な
こ

と
を

学
ん

で
い

こ
う

と
思

う

・
実

践
後

に
は

反
省

を
し

っ
か

り
す

る

今
後

の
抱

負
・

ま
だ

２
年

生
で

時
間

が
あ

る
の

で
が

ん
ば

り
た

い
・

こ
れ

か
ら

の
大

学
生

活
で

頑
張

っ
て

い
き

た
い

・
も

っ
と

自
信

を
持

っ
て

教
職

を
目

指
し

た
い

・
自

分
に

自
信

が
も

て
る

よ
う

に
頑

張
り

た
い

・
知

識
を

つ
け

る
こ

と
が

必
要

・
理

論
と

実
践

，
ど

ち
ら

も
偏

り
の

な
い

よ
う

に
し

た
い

・
自

信
を

持
て

る
よ

う
に

頑
張

り
た

い
・

自
信

を
持

っ
て

説
明

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
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甲斐・片岡・雲井・内田：資質向上をめざした特別支援教育教員養成の試み

　結論として，３，４年生は，講義を通した理論
的知識の積み上げである「知る」ことと，教育実
践を通した経験知の積み上げである「生かす」こ
とと，省察を通した自己点検と課題の発見・解決
である「気づく」ことを経験しつつあるように考
えられた。
　学生のコメントから，エスメ・クロード（１９９９）
のポートフォリオ評価の特徴である「自尊感情や
自己効力感を高める」状況がみられたが，これは
すなわち，学生がオンライン・ポートフォリオに
よって，特別支援教育教員の資質向上に向けて意
欲的に取り組めることが推察できる。
　したがって，本研究の取り組みが，講義を通し
た理論的知識の積み上げである「知る」ことと，
教育実践を通した経験知の積み上げである「生か
す」こと，そして省察を通した自己点検と課題の
発見・解決である「気づく」ことを往還させるこ
とを可能にし，これらを常に自ら点検し，向上に
努めることができるメタ水準の資質の育成に効果
的であることが考えられた。

４．総合考察
　本研究で明らかになったことは，以下の二点で
ある。
　①オンライン・ポートフォリオを通して，学生
自身にとって，自己の到達度を見つめる機会に
なった。
　②学生支援員の取り組み（甲斐・片岡・雲井・
内田，２００９）など実践的体験を通して，理論と実
践を往還して「自ら向上し続ける教員」へと成長
することが期待された。また，養成をする側であ
る教員スタッフも，学生一人ひとりの状況や考え
を，より具体的に把握するようになった。
　石塚・佐藤（２００６）は，学生ひとり一人がどの
ように成長したかそのプロセスが一目瞭然とな
り，教師と学生が一緒に評価することで，従来の
教師主導の一方的な評価から，コミュニケーショ
ンという相互作用をとおしての共同評価となると
述べている。そもそもポートフォリオは学生の自
尊感情や自信，学習意欲を育み，自己評価や他者
評価という対話を通してメタ認知能力をつけるの
に有効とされているものであり，このことから

も，本研究のオンライン・ポートフォリオは，特
別支援教育教員としての技能や知識の現状や伸び
などを評価することを可能とし，自己成長へのモ
チベーションアップとしても価値があることが示
唆された。
　しかし，本研究では，オンライン・ポートフォ
リオ実施後，コーチングを行ったが，そのコーチ
ングが適切な指導や支援をするために有効であっ
たかどうかはまだ検証されていない。
　今後は，教員スタッフにとっても適切な指導や
支援をするためにオンライン・ポートフォリオが
有効であるかどうかを検証していく必要があろ
う。また，それぞれ学生が見つめた自己の到達度
の内容についても明らかになっていない。そして，
一度限りの取り組みではなく，定期的に取り組ん
だ結果どのような成果が見られたのか，卒業後も
自己点検が行われているかどうかといった，縦断
的な調査も不可欠であろう。
　今後は，オンライン・ポートフォリオの運用を
どのように大学の中のカリキュラムの中に位置づ
けていくか，「教職実践演習」との関連付けも含
めて，検討していくことが重要である。

謝辞
　ご協力をいただきました，Ａ大学教育学部特別
支援教育教員養成課程の学生の皆様に心から感謝
申し上げます。
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